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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第116期

第１四半期累計期間
第117期

第１四半期累計期間
第116期

会計期間
自平成29年４月１日
至平成29年６月30日

自平成30年４月１日
至平成30年６月30日

自平成29年４月１日
至平成30年３月31日

売上高 （千円） 1,701,383 1,434,948 7,390,170

経常利益 （千円） 30,974 32,278 297,347

四半期（当期）純利益 （千円） 16,170 19,202 217,552

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － － －

資本金 （千円） 1,388,800 1,388,800 1,388,800

発行済株式総数 （千株） 14,280 14,280 14,280

純資産額 （千円） 7,503,482 7,680,687 7,704,499

総資産額 （千円） 10,116,801 10,537,397 10,557,715

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 1.14 1.35 15.33

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） 1.14 1.35 15.29

１株当たり配当額 （円） － － 4.0

自己資本比率 （％） 74.1 72.8 72.9

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を当第１四半

期会計期間の期首から適用しており、前第１四半期累計期間及び前事業年度に係る主要な経営指標等につい

ては、当該会計基準等を遡って適用した後の指標等となっております。

 

２【事業の内容】

当第１四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1)　財政状態及び経営成績の状況

①財政状態の状況

当第１四半期会計期間末における財政状態につきましては、流動資産は前事業年度末に比べ12百万円増加し73億

45百万円となりました。これは主に売上債権が５億77百万円減少いたしましたが、現金及び預金が４億６百万円、

たな卸資産が２億42百万円増加したことによるものであります。

固定資産は前事業年度末に比べ32百万円減少し31億92百万円となりました。これは主に無形固定資産が８百万円

増加いたしましたが、有形固定資産が24百万円、投資有価証券が21百万円減少したことによるものであります。

流動負債は前事業年度末に比べ２億95百万円減少し18億51百万円となりました。これは主に１年内返済予定の長

期借入金が１億５百万円増加いたしましたが、仕入債務が81百万円、短期借入金が２億80百万円、賞与引当金が１

億26百万円、株主優待引当金が38百万円減少したことによるものであります。

固定負債は前事業年度末に比べ２億99百万円増加し10億５百万円となりました。これは主に長期借入金が３億18

百万円増加したことによるものであります。

純資産は前事業年度末に比べ23百万円減少し76億80百万円となりました。これは主に利益剰余金が９百万円、そ

の他有価証券評価差額金が15百万円減少したことによるものであります。

 

②経営成績の状況

当社のセグメント別受注状況は、歯車及び歯車装置事業ではジャッキ及びその他の増減速機、バルブ・コント

ロールともに受注は減少いたしました。歯車につきましては、その他産業機械用が増加したことにより、受注は増

加いたしました。これにより、歯車及び歯車装置事業の受注は減少いたしました。工事事業では火力発電所向け等

が減少したことにより、受注は減少いたしました。

その結果、当第１四半期累計期間の受注高は19億79百万円（前年同期比14.0％減）、売上高は14億34百万円（前

年同期比15.7％減）となりました。一方、当第１四半期会計期間末の受注残高は36億円（前事業年度末比17.8％

増）となりました。

損益面につきましては、原価低減に努めた結果、売上原価が９億80百万円（前年同期比18.4％減）、販売費及び

一般管理費は４億26百万円（前年同期比9.8％減）となりました。これにより、売上高が減少したものの、営業利

益は27百万円（前年同期比3.7％増）、経常利益は32百万円（前年同期比4.2％増）、四半期純利益は19百万円（前

年同期比18.8％増）となりました。

各セグメントの業績は次のとおりです。

歯車及び歯車装置事業では、バルブ・コントロールの受注高は鉄鋼、船舶、化学、上下水道向け、補修部品が増

加したものの、火力発電所、原子力発電所、石油、輸出向けが減少したことにより、前年同期比15.4％減少いたし

ました。売上高は、化学向け、補修部品が増加したものの、火力発電所、原子力発電所、鉄鋼、輸出、石油向けが

減少したことにより、前年同期比21.4％減少いたしました。ジャッキにつきましては、受注高は前年同期比9.0％

増加いたしましたが、売上高は前年同期比16.0％減少いたしました。その他の増減速機につきましては、前年同期

比で受注高は43.2％、売上高も9.3％減少いたしました。歯車の受注高は自動車用が減少したものの、鉄道・船舶

用、建設機械用、その他産業機械用が増加したことにより、前年同期比48.9％増加いたしました。売上高は、自動

車用、鉄道・船舶用、建設機械用が減少したものの、その他産業機械用が増加したことにより、前年同期比7.5％

増加いたしました。以上の結果、歯車及び歯車装置事業では、受注高は前年同期比8.7％減少し、売上高も前年同

期比20.1％減少いたしました。

工事事業につきましては、受注高は上下水道向けが増加したものの、火力発電所、原子力発電所、石油化学向け

が減少したことにより、前年同期比28.7％減少いたしました。売上高は石油化学向けが増加したものの、火力発電

所、原子力発電所、上下水道向けが減少したことにより、前年同期比4.9％減少いたしました。
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(2)　経営方針・経営戦略等

当第１四半期累計期間において、当社が定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はありません。

 

(3)　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期累計期間において、当社が定めている対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4)　研究開発活動

当第１四半期累計期間における当社の研究開発活動の金額は、31百万円であります。

なお、当第１四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

当第１四半期会計期間において、契約期間満了に伴い更新した契約は次のとおりであります。

受入技術契約

相手先の名称 契約の内容 契約期間

フローサーブＵＳ・インク(米国)
バルブ・コントロールの製造販売及び技術資料

の供与

自　平成30年６月25日

至　平成35年６月25日

（注）　上記についてはロイヤリティとして売上高の一定率を支払っております。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 57,000,000

計 57,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成30年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成30年８月10日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 14,280,000 14,280,000
東京証券取引所

市場第二部

単元株式数

100株

計 14,280,000 14,280,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成30年４月１日～

平成30年６月30日
－ 14,280,000 － 1,388,800 － 448,348

 

（５）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成30年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 

①【発行済株式】

平成30年３月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 90,000 － 単元株式数100株

完全議決権株式（その他） 普通株式 14,162,900 141,629 同上

単元未満株式 普通株式 27,100 － －

発行済株式総数 14,280,000 － －

総株主の議決権 － 141,629 －

（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が1,000株含まれております。また、

「議決権の数(個)」の欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数10個が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成30年３月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

日本ギア工業株式会社
神奈川県藤沢市桐原町

７番地
90,000 － 90,000 0.63

計 － 90,000 － 90,000 0.63

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について
当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間（平成30年４月１日から平成30

年６月30日まで）及び第１四半期累計期間（平成30年４月１日から平成30年６月30日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、東陽監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について
当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成30年３月31日)
当第１四半期会計期間
(平成30年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,512,799 2,919,099

受取手形及び売掛金 ※１ 2,877,696 ※１ 2,300,391

商品及び製品 95,807 137,528

仕掛品 419,254 537,944

原材料及び貯蔵品 1,234,565 1,316,936

未収還付法人税等 85,095 65,148

その他 107,922 68,133

流動資産合計 7,333,141 7,345,182

固定資産   

有形固定資産   

土地 1,013,291 1,013,291

その他（純額） 947,631 923,487

有形固定資産合計 1,960,922 1,936,779

無形固定資産 241,551 249,609

投資その他の資産   

投資有価証券 614,237 592,532

前払年金費用 363,551 369,358

その他 49,511 49,137

貸倒引当金 △5,200 △5,200

投資その他の資産合計 1,022,100 1,005,827

固定資産合計 3,224,574 3,192,215

資産合計 10,557,715 10,537,397

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 ※１ 1,111,056 ※１ 1,029,776

短期借入金 ※２ 280,000 －

1年内返済予定の長期借入金 139,350 245,216

賞与引当金 251,012 124,087

製品保証引当金 7,368 7,135

環境対策引当金 3,500 3,170

株主優待引当金 38,059 －

その他 316,761 441,996

流動負債合計 2,147,108 1,851,381

固定負債   

長期借入金 433,650 752,449

資産除去債務 173,670 173,711

その他 98,786 79,168

固定負債合計 706,107 1,005,329

負債合計 2,853,216 2,856,710
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  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成30年３月31日)
当第１四半期会計期間
(平成30年６月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,388,800 1,388,800

資本剰余金 848,348 848,348

利益剰余金 5,265,080 5,255,902

自己株式 △33,097 △33,145

株主資本合計 7,469,131 7,459,905

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 226,869 211,215

評価・換算差額等合計 226,869 211,215

新株予約権 8,498 9,566

純資産合計 7,704,499 7,680,687

負債純資産合計 10,557,715 10,537,397
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（２）【四半期損益計算書】

【第１四半期累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年６月30日)

売上高 1,701,383 1,434,948

売上原価 1,201,625 980,496

売上総利益 499,758 454,452

販売費及び一般管理費 472,813 426,511

営業利益 26,944 27,940

営業外収益   

受取配当金 6,539 6,876

その他 832 3,679

営業外収益合計 7,372 10,555

営業外費用   

支払利息 3,088 4,206

その他 254 2,011

営業外費用合計 3,342 6,218

経常利益 30,974 32,278

特別利益   

固定資産売却益 － 3,539

特別利益合計 － 3,539

税引前四半期純利益 30,974 35,818

法人税等 14,804 16,616

四半期純利益 16,170 19,202
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（たな卸資産の評価方法の変更）

当社において、従来、原材料以外のたな卸資産については月次移動平均法による原価法（貸借対照表価額は収

益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）によって評価しておりましたが、基幹システムの変更に伴

い、当第１四半期会計期間より、いずれも月次総平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく

簿価切下げの方法により算定）に変更しました。なお、当該会計方針の変更は、過去の期間に与える影響が軽微

であるため、遡及適用しておりません。また、この変更による当第１四半期会計期間の損益に与える影響は軽微

であります。

 

（四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第１四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の

実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を当第１四半期

会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債

の区分に表示しております。

 

（四半期貸借対照表関係）

※１　四半期会計期間末日満期手形

四半期会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。なお、当四

半期会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期会計期間末日満期手形が四半期会計期間末日残高に

含まれております。

 
前事業年度

（平成30年３月31日）

当第１四半期会計期間

（平成30年６月30日）

受取手形 108,989千円 80,695千円

支払手形 1,813  11,106  

 

※２　当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行２行と当座貸越契約及び貸出コミットメント契約を締結し

ております。これらの契約に基づく借入未実行残高は次のとおりであります。

 
前事業年度

（平成30年３月31日）

当第１四半期会計期間

（平成30年６月30日）

当座貸越極度額及び貸出コミットメ

ントの総額
600,000千円 600,000千円

借入実行残高 100,000 － 

差引額 500,000 600,000 

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計期

間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自　平成30年４月１日
至　平成30年６月30日）

減価償却費 49,991千円 53,415千円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期累計期間（自平成29年４月１日　至平成29年６月30日）

配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月28日

定時株主総会
普通株式 42,571 3.0 平成29年３月31日 平成29年６月29日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第１四半期累計期間（自平成30年４月１日　至平成30年６月30日）

配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年６月27日

定時株主総会
普通株式 28,379 2.0 平成30年３月31日 平成30年６月28日 利益剰余金

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期累計期間（自平成29年４月１日　至平成29年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

  （単位：千円）

 報告セグメント

合計
 歯車及び歯車装置 工事

売上高    

(1) 外部顧客への売上高 1,207,581 493,802 1,701,383

(2) セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － －

計 1,207,581 493,802 1,701,383

セグメント利益又は損失（△） △59,363 86,307 26,944

（注）セグメント利益又は損失（△）の合計は、四半期損益計算書の営業利益と一致しております。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内

容（差異調整に関する事項）

該当事項はありません。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ　当第１四半期累計期間（自平成30年４月１日　至平成30年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

  （単位：千円）

 報告セグメント

合計
 歯車及び歯車装置 工事

売上高    

(1) 外部顧客への売上高 965,163 469,785 1,434,948

(2) セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － －

計 965,163 469,785 1,434,948

セグメント利益又は損失（△） △93,981 121,921 27,940

（注）セグメント利益又は損失（△）の合計は、四半期損益計算書の営業利益と一致しております。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内

容（差異調整に関する事項）

該当事項はありません。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額及び算定上の基礎は、以下

のとおりであります。

 
前第１四半期累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自　平成30年４月１日
至　平成30年６月30日）

（1）１株当たり四半期純利益 1円14銭 1円35銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 16,170 19,202

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 16,170 19,202

普通株式の期中平均株式数（株） 14,190,306 14,189,903

（2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 1円14銭 1円35銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（株） 23,232 42,423

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株

当たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株

式で、前事業年度末から重要な変動があったもの

の概要

－ －

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成30年８月10日

日本ギア工業株式会社

取締役会　御中

 

東陽監査法人

 

 
指　定　社　員

業務執行社員
 公認会計士 　前原　一彦　　印

 

 
指　定　社　員

業務執行社員
 公認会計士 　三宅　清文　　印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日本ギア工業株
式会社の平成30年４月１日から平成31年３月31日までの第117期事業年度の第１四半期会計期間（平成30年４月１日から
平成30年６月30日まで）及び第１四半期累計期間（平成30年４月１日から平成30年６月30日まで）に係る四半期財務諸
表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
 
四半期財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を
作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に
表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
 
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論
を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四
半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質
問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認
められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ
る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、日本ギア工業株式会社の平成30年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終
了する第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められな
かった。
 
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
 

以　上

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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